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よき経営者をめざすものの団体
東法連提唱「社会貢献」一人ひとりの力は小さくても
みんなの自覚をもって一人ひとつできることから

荻窪法人会

杉並納税街頭キャンペーン「街頭パレード」

O G I K U B O H Ō J I N K A I

荻窪法人会は荻窪税務署管内の法人企業の有志が集う会です
法人会は“よき経営者をめざすものの団体”がスローガンですが“地域に根ざした社会貢献”にも力を注いでいます
この荻窪法人会の広報誌はどなたでも無料購読できます
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	 	 ◎ 柴田豊幸／公益社団法人荻窪法人会 会長

	 	 ◎ 水島隆明／公益社団法人荻窪法人会 組織委員会 委員長
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表紙イラストについて

【杉並納税街頭キャンペーン】
荻窪周辺のイベントシリーズ

杉並区／都税事務所／税 務署／杉並税 務懇話会／
荻 窪 税 務 連 絡協議 会 地 方 税の電子申告が主催で
2019年10月27日で第11回目を迎える「杉並納税街
頭キャンペーン」イベントです。青梅街道、阿佐ヶ谷
駅周辺を学生のブラスバンドの皆さんと共にパレー
ドを行っています。

よき 経 営 者 を め ざ す も の の 団 体  そ れ が 法 人 会 で す

正しい税知識を身につけたい。もっと積極的な経営をめざしたい。社会のお役に立ちたい。そんな経営者の皆さんを支援す
る全国組織、それが法人会です。現在、約80万社の会員企業、41都道県に442の単位会を擁する団体として大きく発展して
います。あなたに近く、社会と広く。どこまでも人を中心に、さまざまな活動を展開する法人会。税のオピニオンリーダーとし
ての貢献はもとより、会員の研鑽を支援する各種の研修会、また地域振興やボランティアなど地域に密着した活動を積極的
に行っています。健全な納税者の団体、よき経営者をめざすものの団体…これが法人会です。



会
員
増
強
推
進
会
議
に
組
織
委
員
の
皆
様
、

ブ
ロ
ッ
ク
長
・
支
部
長
の
皆
様
に
は
多
数
の
ご
出

席
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
又
、

税
務
署
か
ら
は
石
井
副
署
長
様
・
向
後
統
括
官

様
・
鈴
木
審
理
上
席
様
に
も
公
務
多
忙
な
中
、

ご
臨
席
い
た
だ
き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
も
組
織
委
員
会
及
び
支
部
役
員
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
大
変
暑
い
最
中
の
7
月

〜
9
月
12
日
の
間
に
稼
働
法
人
調
査
を
実
施
し

て
頂
き
今
年
も
高
い
加
入
率
を
維
持
し
て
お
り

ま
す
。
法
人
会
全
体
（
全
法
連
・
東
法
連
）
の

会
員
数
が
減
少
し
組
織
率
が
低
下
す
る
中
、
荻

窪
法
人
会
が
高
い
組
織
率
を
維
持
で
き
る
の
は
、

荻
窪
法
人
会
の
「
伝
統
と
実
績
」
の
源
で
あ
り
、

会
員
増
強
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
支
部
長
・

支
部
役
員
・
組
織
委
員
の
皆
様
の
お
陰
で
あ
る

と
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
詳
し
い
会
員
増
強
推
進
施
策
に
つ
い
て

は
こ
の
後
、
水
島
組
織
委
員
長
よ
り
発
表
が
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
法
人
会
も
公
益
法
人
化
に
と

も
な
い
、
個
人
事
業
主
の
方
た
ち
も
入
会
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
個
人
の
飲
食
業
の
方
な
ど
幅
広

く
入
会
勧
奨
が
出
来
れ
ば
さ
ら
に
荻
窪
法
人
会

が
活
性
化
す
る
の
で
は
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
日
は
、
組
織
拡
大
の
決
起
集
会
で
も
あ
り

ま
す
。
推
進
会
議
終
了
後
の
交
流
会
で
は
時
間

の
許
す
限
り
和
や
か
に
ご
歓
談
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

公
益
社
団
法
人
荻
窪
法
人
会 

組
織
委
員
会
会
員
増
強
推
進
会
議

令
和
元
年
度
全
国
統
一
の
「
会
員
増
強
運
動
月
間
」
ス
タ
ー
ト
。

【
組
織
委
員
会
と
は
】
未
加
入
法
人
ヘ
の
会
員
増
強
運
動
推
進
の
た
め
に
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
・
支
部
・
部
会
か
ら
推
薦
さ
れ
た
役
員
が
勧
奨
活
動
す
る
委
員
会
で
す
。

会長あいさつ　
柴田豊幸／公益社団法人荻窪法人会 会長

荻窪法人会が高い組織率を維持できるのは、荻窪法人会の「伝統と
実績」の源であり、会員増強に取り組んでいただける支部長・支部
役員・組織委員の皆様のお陰であると改めて御礼申し上げます

毎
年
10
、
11
月
に
全
国
統
一
の
「
会
員
増
強
月
間
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

組
織
委
員
会
で
は
9
月
19
日
（
木
）
に
西
荻
窪
「
こ
け
し
屋
」
で
会
員
増
強
推
進
会
議
を
行
い
ま
し
た
。

来
賓
に
は
荻
窪
税
務
署
よ
り
石
井
副
署
長
・
向
後
統
括
官
・
鈴
木
審
理
上
席
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。
石
井
副
署
長
が
挨
拶
で
日
頃
の
税
務
行
政
へ
の
理
解
に
つ
い
て
感
謝
の
言
葉
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
の
増
強
推
進
会
議
の
出
席
数
は
58
名
で
、
会
員
増
強
運
動
へ
の
意
欲
が
伺
え
ま
し
た
。
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荻
窪
法
人
会
の
皆
様
方
に
は
、
平
素
か
ら
税
務
行

政
に
対
し
ま
し
て
多
大
な
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
っ

て
お
り
ま
す
こ
と
を
、
こ
の
場
を
お
借
り
い
た
し
ま

し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
今
年
7
月
に
荻
窪
税
務
署
に
着
任
し
、
各
ブ

ロ
ッ
ク
の
秋
季
研
修
会
を
は
じ
め
と
し
て
、
税
に
関

す
る
情
報
を
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
頂
戴
し

て
お
り
ま
す
が
、
研
修
会
な
ど
に
御
出
席
を
い
た
だ

き
ま
し
た
皆
様
方
に
は
、
大
変
熱
心
に
お
聞
き
い
た

だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
様
の

こ
う
し
た
税
に
対
す
る
意
識
の
高
さ
が
、
活
発
な
会

活
動
に
つ
な
が
っ
て
い
る
も
の
と
お
見
受
け
い
た
し

ま
す
。

さ
て
、
税
務
行
政
に
お
き
ま
し
て
は
、
現
在
、
二

つ
の
重
要
課
題
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

ま
ず
、
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
と
軽
減
税
率
制
度

に
つ
い
て
で
す
。
こ
れ
ら
の
実
施
を
来
月
に
控
え
て

お
り
ま
す
と
こ
ろ
、
署
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
今
後

も
引
き
続
き
、
積
極
的
に
広
報
・
周
知
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

次
に
、e

−T
a
x
の
利
用
促
進
に
つ
い
て
で
す
。

e

−T
a
x
に
つ
き
ま
し
て
は
、そ
の
利
用
に
よ
り
、

納
税
者
利
便
の
向
上
と
行
政
事
務
の
効
率
化
が
図

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
普
及
及
び
定
着
に
向
け

て
、
国
税
庁
・
国
税
局
・
税
務
署
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら
大
変
に
積
極
的

な
利
用
勧
奨
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
特
に
、
昨
年
度
の
税

制
改
正
に
よ
り
平
成
32
年
4
月
1
日
以
後
に
開
始

さ
れ
る
事
業
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
る
法
人
税
や
消

費
税
な
ど
の
確
定
申
告
等
を
対
象
に
、
大
法
人
に

つ
い
て
は
、
e

−T
a
x
に
よ
る
申
告
の
義
務
化
が

定
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
e

−T
a
x
の
義
務

化
と
と
も
に
、
法
人
税
等
に
係
る
申
告
デ
ー
タ
を

円
滑
に
電
子
で
提
出
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
提
出

情
報
等
の
ス
リ
ム
化
や
送
信
容
量
の
拡
大
な
ど
環

境
整
備
を
進
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
う
し
た
施
策
を
順
次
実
施
し
て
い
く
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
31
年
の
1
月
以
降
、
個
人
の
納
税

者
に
つ
き
ま
し
て
も
、
国
税
庁
が
推
奨
す
る
「
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
方
式
」
に
加
え
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
や
I
C
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
を
お
持
ち
で

な
い
方
も
利
用
い
た
だ
け
る
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用
し

た
「
I
D
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式
」
が
導
入
さ
れ
、
e

−T
a
x
の
利
用
手
続
が
よ
り
便
利
に
な
り
し
た
。

署
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
今
後
も
、
こ
う
し
た
e

−T
a
x
の
利
便
性
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す

と
と
も
に
、
税
制
改
正
事
項
な
ど
に
つ
い
て
も
積
極

的
に
広
報
・
周
知
を
行
っ
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。
今
後
、
新
し
く
会
員
様
を
お
迎
え
さ
れ
た
際

に
は
、
そ
の
方
々
に
も
研
修
な
ど
を
通
じ
て
、
私
ど

も
も
税
の
知
識
等
を
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
本
日
の
会
議
が
実
り
あ
る

会
議
と
な
る
よ
う
、
ま
た
、
荻
窪
法
人
会
の
益
々
の

御
発
展
と
、
本
日
御
出
席
の
皆
様
方
の
御
健
勝
、
御

事
業
の
御
繁
栄
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

荻
窪
法
人
会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
日
ご
ろ
よ
り
組
織
委
員
会
の
活
動
に
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
夏
も
終
わ
り
、
各
支
部
で
は
稼
動
法
人

調
査
へ
ご
協
力
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
今
年
度

の
増
強
目
標
を
提
示
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
元
年
度
の
増
強
目
標
で
す
が
、
稼
動
法

人
2
7
3
3
社
に
対
し
、
全
支
部
合
計
で
74
社

の
増
強
、
目
標
加
入
率
は
76
パ
ー
セ
ン
ト
と
な

り
ま
し
た
。
達
成
を
目
指
し
て
が
ん
ば
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

私
の
就
任
時
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
組
織

委
員
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン「
来
た
く
な
る
法
人
会
」

で
の
実
施
目
標
で
あ
る
9
月
中
の
増
強
目
標

設
定
は
今
年
も
全
支
部
で
達
成
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
も
う
ひ
と
つ
の
目
標
で
あ
る
支
部
役

員
会
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
毎
回
の
組

織
委
員
会
で
支
部
役
員
会
の
開
催
状
況
の
把

握
に
努
め
て
お
り
、
延
べ
37
回
開
催
が
出
来
て

お
り
ま
す
。
今
後
も
支
部
役
員
会
の
積
極
的

な
開
催
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
回
の
会
員
増
強
推
進
会
議
実
施
に
あ
た

り
、
正
副
委
員
長
会
議
、
組
織
委
員
会
で
は

今
後
の
増
強
の
た
め
に
「
荻
窪
法
人
会
の
地
域

で
の
知
名
度
向
上
」
が
課
題
と
し
て
提
起
さ
れ

ま
し
た
。
具
体
案
と
し
て
は
、
路
線
バ
ス
の
案

内
ア
ナ
ウ
ン
ス
で
の
広
告
、
地
域
商
店
街
の
域

内
放
送
で
の
宣
伝
、
J
‐
C
O
M
な
ど
の
地
域

媒
体
の
活
用
、
駅
頭
広
告
な
ど
な
ど
様
々
な
ア

イ
デ
ア
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
「
法
人
会
」

と
い
う
言
葉
を
先
に
見
聞
き
し
て
お
い
て
い
た

だ
け
れ
ば
入
会
勧
奨
も
進
む
の
で
は
、
と
の
ご

意
見
も
沢
山
い
た
だ
き
ま
し
た
。
法
人
会
に
は

広
報
委
員
会
も
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
相
談
し

な
が
ら
こ
う
し
た
取
組
み
を
お
こ
な
っ
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
も
何
か

広
告
媒
体
が
あ
れ
ば
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

今
後
も
ま
す
ま
す
「
来
た
く
な
る
法
人
会
」

の
実
現
に
向
け
て
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

地
域
で
荻
窪
法
人
会
の
知
名
度
を
高
め
た
い

税
に
対
す
る
意
識
の
高
さ
が
、
活
発
な
会
活
動
に

つ
な
が
っ
て
い
る
も
の
と
お
見
受
け
い
た
し
ま
す

委
員
長
あ
い
さ
つ
　

水
島
隆
明
／
組
織
委
員
会 

委
員
長

ご
来
賓
あ
い
さ
つ
　

石
井
福
則
／
荻
窪
税
務
署 

副
署
長
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【秋の研修会について】荻窪法人会は秋と春に研修会を行っています。荻窪法人会は
荻窪税務署管内を5つのブロックに地域割りをしています。秋はそれぞれのブロック
が個別に研修会を開きます。秋の研修テーマの一つは、荻窪税務署に講師をお願い
して税務・納税など税金に関わる話や今まで経験されたことなど講話していただきま
す。この研修テーマは各ブロック共通ですが、ブロックによっては第2部を編成して地
域に関わる講演を企画することがあります。法人会以外の方もご参加いただけます。

公益社団法人 荻窪法人会

令 和 元 年度  

ブロック 秋季 研 修 会
B LOC K

全ブロック
共通テーマ

ブロック 開催日 場　所 出席数

1 9月12日（ 木 ）17：30 井草区民センター

【共通テーマ】
「導入間際！消費税系減税率制度のおさらい」
「ワインラベル表示のルールと地理的表示」
荻窪税務署 法人課税第１部門審理上席調査官 鈴木拓氏

3 4 名

2 9月  6日（ 金 ）18：00 杉並会館マツヤサロン 2 2 名

3 9月10日（ 火 ）18：00 法 人会2階 会議室 2 8 名

4 9月18日（ 水 ）18：00 シーダー HATA 3 1 名

5 9月25日（ 水 ）18：00 法 人会2階 会議室 3 2 名

計 1 4 7 名
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第
1
ブ
ロ
ッ
ク
の
秋
季
研
修
会
は
、
9
月

12
日
木
曜
日
17
：
30
よ
り
井
草
地
域
区
民
セ

ン
タ
ー
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
研
修
会
を
行

う
前
に
、
7
月
時
に
税
務
署
の
署
長
以
下
、

署
を
異
動
さ
れ
ま
し
た
関
係
で
、
荻
窪
税
務

署
副
署
長
（
法
人
担
当
）
の
石
井
福
則
様
、

法
人
課
税
第
1
部
門
統
括
官
向
後
孝
廣
様

の
初
め
て
の
顔
合
わ
せ
と
な
り
ま
す
の
で
、

一
言
ご
挨
拶
を
頂
て
か
ら
研
修
会
に
入
ら
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
研
修
内
容
と
し
て
は
、
荻

窪
税
務
署
法
人
課
税
第
1
部
門
審
理
上
席

調
査
官
で
あ
る
鈴
木
拓
様
に
よ
る
ご
講
演
で

し
た
。
第
1
部
の
テ
ー
マ
は
「
導
入
間
際
！

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
の
お
さ
ら
い
」。
10

月
1
日
よ
り
改
正
さ
れ
る
消
費
税
10
％
に
対

し
て
、
食
料
品
（
酒
類
や
、
外
食
（
イ
ー
ト

イ
ン
）、
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
等
は
、
対
象
外
）
や

新
聞
（
定
期
購
読
の
み
）
に
適
用
す
る
軽
減

税
率
お
さ
ら
い
を
行
な
い
な
が
ら
、
今
期
の

消
費
税
の
申
告
内
容
や
、
計
算
方
式
に
つ
い

て
の
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
注
意
※
今

期
は
、
9
月
決
算
ま
で
の
方
法
と
10
月
以
降

決
算
に
な
る
企
業
で
方
式
が
ま
る
で
変
わ
る

こ
と
が
理
解
で
き
な
い
と
難
し
く
な
る
よ
う

で
す
。
10
月
以
降
決
算
は
、消
費
税
8
％（
以

降
旧
税
率
）
と
新
税
率
10
％
（
以
降
標
準
税

率
）
や
新
税
率
の
軽
減
税
率
8
％
の
3
種
類

に
分
類
さ
れ
消
費
税
は
、
国
税
の
消
費
税
率

と
地
方
税
の
地
方
消
費
税
率
が
組
み
合
わ
さ

っ
て
い
る
税
で
旧
税
率
は
、
消
費
税
率
/
消

費
税
率
が
6
・
3
／
1
・
7
で
す
が
、
標
準

税
率
は
、
7
・
8
／
2
・
2
・
軽
減
税
率
は
、

6
・
24
／
1
・
76
と
税
率
が
違
っ
て
い
ま
す
。

請
求
等
の
内
容
に
つ
い
て
も
、
軽
減
税
率
対

象
品
が
、
有
る
か
無
い
か
に
よ
っ
て
明
記
方

法
も
変
わ
り
ま
す
。（
此
処
の
内
容
は
、
10

月
か
ら
の
購
入
時
の
レ
シ
ー
ト
等
を
見
る
と

解
り
ま
す
。）
こ
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
の

カ
イ
ド
は
、
税
務
署
よ
り
、
法
人
企
業
に
つ

い
て
は
、
郵
送
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

第
2
部
の
テ
ー
マ
は
、「
ワ
イ
ン
ラ
ベ
ル
表

示
の
ル
ー
ル
と
地
理
的
表
示
」。
昨
年
は
、
お

酒
の
地
理
的
表
示
（
G
I
）
の
設
定
が
、
国

税
庁
長
官
が
認
定
し
「
正
し
い
産
地
で
あ
る

こ
と
」
＆
「
一
定
の
基
準
を
満
た
し
た
品
質

で
あ
る
事
」
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
平
成
6
年
に
国
税
庁
が
制
度
を
制
定

し
、
平
成
27
年
に
見
直
し
を
行
い
、
全
て
の

酒
類
が
対
象
と
な
っ
た
事
の
続
編
で
す
が
、

そ
の
後
、
ワ
イ
ン
（
北
海
道
）
と
清
酒
（
灘

五
郷
）
の
地
域
が
、
追
加
さ
れ
ま
し
て
、
清

酒
（
1
国
・
3
地
域
）
/
ぶ
ど
う
酒
（
2
地

域
）
/
蒸
留
酒
（
焼
酎
・
泡
盛
を
含
む
4
地

域
）
が
地
理
的
表
示
（
G
I
）
と
な
り
ま
し

た
。（
2
0
1
8
／
6
／
28
現
在
）
ワ
イ
ン
の

分
類
が
、
日
本
ワ
イ
ン
・
輸
入
ワ
イ
ン
・
海

外
原
料
使
用
ワ
イ
ン
に
な
り
、
ラ
ベ
ル
の
今

後
は
、
そ
の
内
容
を
明
記
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
よ
う
で
す
。

研
修
会
終
了
後
の
懇
親
会
も
、
普
段
は
め

っ
た
に
お
近
く
で
お
話
で
き
な
い
、
今
回
ご

来
賓
の
荻
窪
税
務
署
副
署
長
石
井
福
則
様
や

法
人
課
税
第
1
部
門
統
括
官
向
後
孝
廣
様
、

法
人
課
税
第
1
部
門
審
理
上
席
調
査
官
鈴

木
拓
様
を
囲
み
、
終
止
和
や
か
な
雰
囲
気
で

し
た
。
今
回
秋
季
研
修
会
に
ご
参
加
の
み
な

さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

導
入
間
際
の
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
の
お
さ
ら
い
へ

副
ブ
ロ
ッ
ク
長　

石
黒
貞
男

第
1
ブ
ロ
ッ
ク
秋
季
研
修
会
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令
和
元
年
9
月
10
日
（
火
）
午
後
6
時

よ
り
荻
窪
法
人
会
2
階
会
議
室
に
て
第
3

ブ
ロ
ッ
ク
秋
季
研
修
会
「
導
入
間
際
！
消
費

税
軽
減
税
率
制
度
の
お
さ
ら
い
」、「
ワ
イ
ン

の
ラ
ベ
ル
表
示
の
ル
ー
ル
と
地
理
的
表
示
」

の
2
つ
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
共
通
テ
ー
マ
で
、
鈴

木
拓 

荻
窪
税
務
署 

法
人
課
税
第
１
部
門

審
理
上
席
調
査
官
を
講
師
に
迎
え
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

1
つ
目
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
消
費
税
軽
減

税
率
制
度
」
は
ま
さ
に
導
入
直
前
で
、
ポ

イ
ン
ト
と
な
る
内
容
を
別
紙
資
料
を
み
な
が

ら
、分
か
り
や
す
く
解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。

2
つ
目
の
テ
ー
マ
で
は
、
ワ
イ
ン
ラ
ベ
ル

表
示
に
つ
い
て
解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。
輸

入
ワ
イ
ン
、
日
本
ワ
イ
ン
の
正
し
い
表
記
を

し
る
こ
と
で
更
に
お
酒
の
席
で
も
ワ
イ
ン
を

楽
し
む
知
識
と
な
り
ま
し
た
。

研
修
後
の
懇
親
会
で
は
、
来
賓
の
署
の

方
々
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、
和
や
か
な
雰
囲

気
で
和
気
あ
い
あ
い
と
歓
談
い
た
し
ま
し

た
。
参
加
人
数
は
28
名
と
な
り
ま
し
た
。

第
2
ブ
ロ
ッ
ク
の
秋
季
研
修
会
は
、「
導

入
間
際
！
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
の
お
さ

ら
い
」
と
「
ワ
イ
ン
の
ラ
ベ
ル
表
示
の
ル
ー

ル
と
地
理
的
表
示
」
の
2
つ
の
テ
ー
マ
で
、

会
員
17
名
、
荻
窪
税
務
署
3
名
の
計
20
名

で
行
わ
れ
た
。

消
費
税
の
軽
減
税
率
に
関
し
て
は
、
今

年
で
3
度
目
の
研
修
と
な
り
、
会
員
の
出

席
に
陰
り
が
あ
っ
た
が
、
研
修
3
回
目
と

あ
っ
て
会
員
か
ら
は
、
今
回
の
研
修
が
一
番

わ
か
り
や
す
か
っ
た
、
と
の
意
見
を
い
た
だ

い
た
。
複
数
の
税
率
の
適
用
を
受
け
る
会

員
の
方
か
ら
、
レ
ジ
の
補
助
金
の
制
度
の
質

問
が
寄
せ
ら
れ
た
。
ワ
イ
ン
の
ラ
ベ
ル
表
示

も
、
前
回
日
本
酒
の
研
修
を
受
け
て
い
た
の

で
、
理
解
し
や
す
い
も
の
で
あ
っ
た
。

研
修
後
、
新
着
の
署
の
方
々
と
名
刺
交

換
を
し
、
和
気
あ
い
あ
い
と
歓
談
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
良
い
研
修
会
で
あ
り
ま
し
た
。

秋
季
税
務
研
修
会

令
和
元
年
9
月
6
日　

杉
並
会
館
に
て

ブ
ロ
ッ
ク
長　

河
又
雅
之

第
2
ブ
ロ
ッ
ク
秋
季
研
修
会

第
14
支
部
長　

多
比
良
秀
俊

第
3
ブ
ロ
ッ
ク
秋
季
研
修
会
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導
入
直
前
！ 

具
体
例
満
載
の
熱
い
軽
減
税
率
制
度
研
修
会

第
5
ブ
ロ
ッ
ク
秋
季
研
修
会

荻
窪
税
務
署
よ
り
、
副
署
長　

石
井
様
、
法
人
課
税
第
一
部
門
統
括

官 

向
後
様
、
法
人
課
税
第
一
部
門
審
理
上
席
調
査
官　

鈴
木
様
を
お
迎

え
し
て
の
5
ブ
ロ
ッ
ク
秋
季
研
修
会
が
、
法
人
会
館
に
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
鈴
木
上
席
に
講
師
を
努
め
て
頂
き
、
テ
ー
マ
は
「
導
入
間
際
！
消

費
税
軽
減
税
率
制
度
の
お
さ
ら
い
」
と
「
ワ
イ
ン
の
ラ
ベ
ル
表
示
の
ル
ー

ル
と
地
理
的
表
示
」
の
二
本
立
で
で
す
。
10
月
1
日
の
改
定
消
費
税
軽

減
税
率
の
実
施
直
前
と
い
う
日
程
も
あ
り
、
特
に
混
乱
が
予
想
さ
れ
る

軽
減
税
率
の
適
用
例
に
つ
い
て
、
細
か
な
実
例
を
挙
げ
解
説
し
て
頂
き

ま
し
た
。
ま
た
申
告
書
記
入
上
の
注
意
な
ど
も
教
授
頂
き
、
質
疑
応
答

も
多
く
有
意
義
な
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
第
二
部
で
は
、
国

税
庁
資
料
に
よ
り
、
ワ
イ
ン
ラ
ベ
ル
表
示
の
読
み
方
を
教
え
て
頂
き
ま
し

た
。
輸
入
ワ
イ
ン
か
ら
昨
今
人
気
急
上
昇
の
「
日
本
ワ
イ
ン
」
を
含
め
、

正
し
い
表
示
ル
ー
ル
を
知
る
こ
と
で
ワ
イ
ン
そ
れ
ぞ
れ
の
由
来
を
把
握

す
る
こ
と
が
で
き
、
よ
り
ワ
イ
ン
を
楽
し
め
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と

で
、
出
席
者
も
興
味
津
々
に
聴
講
。
ラ
ベ
ル
を
読
ん
で
多
少
自
慢
げ
に
解

説
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
か
も
で
す
。
両
演
目
で
大
変
わ
か
り
易
い
講
義

を
し
て
頂
い
た
、
鈴
木
上
席
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

秋
季
研
修
会
に
ふ
さ
わ
し
く
、
雨
が
降
っ
て
急
に
涼

し
く
な
り
ま
し
た
。
10
月
の
消
費
税
10
％
ま
で
残
す
と

こ
ろ
10
日
程
と
な
り
、何
度
か
研
修
を
重
ね
て
き
た「
消

費
税
軽
減
税
率
」
の
お
さ
ら
い
が
メ
イ
ン
テ
ー
マ
。

新
た
に
就
任
さ
れ
た
中
川
ブ
ロ
ッ
ク
長
の
挨
拶
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
荻
窪
税
務
署
か
ら
、
い
ず
れ
も
7
月

の
異
動
で
着
任
さ
れ
た
、
石
井
副
署
長
、
向
後
第
1

統
括
官
、
鈴
木
上
席
を
来
賓
に
迎
え
、
代
表
し
て
石

井
副
署
長
に
ご
挨
拶
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
理
解
し
て
い

た
つ
も
り
の
軽
減

税
率
。
と
こ
ろ
が
、

9
月
ま
で
の
8
％

と
10
月
以
降
の
軽

減
税
率
8
％
は
、

同
じ
8
％
で
も
中

身
が
違
う
た
め
区

分
が
必
要
！ 

理
解

で
き
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
会
社
に
戻

っ
て
確
認
が
必
要

で
す
。
も
う
一
つ
の

テ
ー
マ
は
「
ワ
イ
ン

の
ラ
ベ
ル
表
示
の
ル

ー
ル
と
地
理
的
表

示
」。「
お
や
っ
、
受

講
者
30
名
の
雰
囲
気
が
少
し
前
の
め
り
に
な
っ
た
よ
う

な
？
」
気
が
し
ま
し
た
。
ワ
イ
ン
の
ラ
ベ
ル
表
示
に
ル
ー

ル
が
あ
り
、
ラ
ベ
ル
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
も
ド
イ
ツ

も
チ
リ
も
山
梨
も
北
海
道
も
一
切
関
係
な
く
、
原
材
料

も
確
認
せ
ず
、
赤
か
白
だ
け
が
分
か
る
レ
ベ
ル
の
私
に

も
興
味
深
い
内
容
。
実
際
に
飲
み
な
が
ら
講
義
い
た
だ

い
た
な
ら
、
さ
ら
に
理
解
が
深
ま
っ
た
？
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
熱
の
こ
も
っ
た
説
明
を
い
た
だ
い
た
講
師
の
鈴
木

上
席
に
感
謝
致
し
ま
す
。

各
委
員
か
ら
報
告
や
連
絡
を
い
た
だ
き
、
皆
で
協
力

し
て
会
場
を
設
営
し
懇
親
会
に
移
り
ま
す
。
来
賓
の
税

務
署
の
皆
様
に
今
回
初
め
て
お
会
い
す
る
参
加
者
も
多

く
、
列
が
で
き
る
名
刺
交
換
を
し
な
が
ら
、
丁
寧
に
情

報
交
換
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
研
修
テ
ー
マ
の
ワ
イ
ン
の
話
題
も
あ
り
、
美

味
し
い
本
格
焼
酎
あ
り
、
会
員
同
士
の
楽
し
く
有
意
義

な
情
報
交
換
の
時
間
を
持
ち
ま
し
た
。

研
修
会
、
懇
親
会
の
司
会
、
閉
会
や
乾
杯
、
中
締
め

の
挨
拶
を
担
当
い
た
だ
い
た
副
ブ
ロ
ッ
ク
長
の
永
田
さ

ん
、
辰
巳
さ
ん
、
西
さ
ん
、
中
原
さ
ん
。
前
ブ
ロ
ッ
ク

長
の
秦
さ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
当
い
た
だ
い
た

役
員
の
方
、
そ
し
て
参
加
い
た
だ
い
た
会
員
の
皆
様
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
次
の
機
会
を
楽
し
み
に
し
な
が

ら
解
散
。
会
場
を
出
る
と
雨
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

「
目
前
！
消
費
税
10
％
」ほ
ぼ
10
日
前

副
ブ
ロ
ッ
ク
長
　
鎌
田
健
二

第
４
ブ
ロ
ッ
ク
秋
季
研
修
会

菊
池
雅
樹
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日頃は法人会活動に格別のご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。さて、現在、当法人会活動の大きな目標のひとつに
e-Tax普及推進がございます。当法人会では会員企業の70％利用を目標に掲げております。この目標を達成するためには会員皆さ
ま方の多大なご理解と同時に税理士先生方のご協力が必要不可欠と考えております。そこで当委員会では、東京税理士会荻窪支
部の先生方全員にアンケートを実施しております。

質問内容は「顧客よりe-Tax代理申告・送信利用の依頼が来た時に、依頼通り行なっていただけるか？」更に依頼どおり行うと
ご回答いただいた先生方に「e-Tax推進税理士事務所として会報に掲載させていただいてもよろしいか？」との問いを発したところ
80名の先生方より快く承諾をいただきました。このように税理士会においてもe-Tax普及推進に積極的に取り組んでおられます。
そこで会員企業の皆さまにひとつお願いがございます。顧問の先生に「先生、うちの会社次の決算は電子申告でお願いしますよ。」
と一言おっしゃっていただけませんでしょうか？

顧客である会員企業と実務を担当する税理士の先生方がタッグを組んで初めてe-Taxという行政の合理化が大きく進展していく
と思います。何卒皆さま方の尚一層のご理解とご協力をお願いいたします。

e-Tax普及推進委員会

e-Tax利用向上を目指し、東京税理士会荻窪支部の先生方全員にアンケートを実施しました。
その結果多数の先生方から「e-Tax推進税理士事務所」として会報掲載に承諾をいただきました。

e -Tax推進税理士事務所について
e-Ta x 普及 推 進 委員会

地 域 氏 名 住 所 事務所連絡先

天沼 桑山　務 天沼1-2-3 3398 - 1316
鯉渕　洋行 天沼1-11-13 090 - 8039 - 4867
酒井幸三郎 天沼1-40-6 3392 - 5455
池上敬子 天沼1-41-6 5932 - 5128
篠原あずさ 天沼3-3-2 6794 - 7334
石澤潔 天沼3-12-19 3398 - 4910
井上仁 天沼3-27-2荻窪MTビル1階 3392 - 4177

西荻南 河野修兵 西荻南2-9-13 5336 - 6457
小野寺昭市 西荻南2-23-8 3333 - 4868
内山千枝 西荻南3-8-16-902 3334 - 5021
佐山政雄 西荻南3-9-11-501 3333 - 0221

久我山 小松原英二 久我山5-7-8 3333 - 9805
杉本洋子 久我山5-8-23 5370 - 8518
新江洋子 久我山5-36-22-201 3335 - 7425

宮前 石原恵子 宮前1-16-23杉並宮前ロイアルハイツ304号 3334 - 1305
小松原伸元 宮前4-31-1 5941 - 9239
小松原英雄 宮前5-7-19 3331 - 3266
稲澤聡 宮前5-10-5 3247 - 7194

荻窪 熊澤眞理子 荻窪1-17-11 6915 - 1807
森脇雅子 荻窪2-20-7-504 5397 - 8026
永井敏雄 荻窪2-27-11 5397 - 6115
尾﨑正俊 荻窪3-47-15　第3野村ビル300号 3392 - 1101
望月英仁 荻窪4-6-24-201 5347 - 2945
黒岩民子 荻窪4-12-12　ISHIIレジデンス201 6795 - 5216
早乙女和子 荻窪4-20-9-402号 3391 - 7626
伊藤佳江 荻窪4-21-4荻窪ローヤルコーポ104号 3394 - 1123
千葉繁樹 荻窪4-32-3ＡＫオギクボビル401 050 - 5527 - 4372
釜谷彰一 荻窪5-11-17荻窪第二和光ビル6階 6383 - 6006
塩谷治道 荻窪5-11-17荻窪第二和光ビル6階 6383 - 6003
西村克彦 荻窪5-11-17荻窪第二和光ビル6階 6383 - 6002
大久保豊 荻窪5-13-6丸新マンション306号室 3398 - 8812
三好秀胤 荻窪5-14-4武蔵野マンション502 3393 - 2671
池田幸弘 荻窪5-16-14カパラビル8階 5335 - 7981
中村喜一 荻窪5-17-11荻窪スカイレジテル216 5347 - 9930
大島康司 荻窪5-22-12戸田ビル205 5335 - 7465
税理士法人茂木
会計事務所 荻窪5-25-6 3393 - 0211

青葉総合税理
士法人 荻窪5-26-9コスモＹビル5Ｆ 3398 - 0523

岩崎智香子 荻窪5-30-12グローリアビル1101号 3392 - 1198
松庵 大槻一弘 松庵3-38-20 KURA松庵305 6795 - 8420

地 域 氏 名 住 所 事務所連絡先

井草 堀真由美 井草2-11-9エスト・メゾネット105 3397 - 6652
山岡朋枝 井草2-35-12-2-409号グランドメゾン杉並シーズン 5310 - 3228

上井草 竹田雄輔 上井草2-25-7上井草グリーンハイツ3-105 6913 - 8665
久保木浩志 上井草2-25-7上井草グリーンハイツ3-205 5303 - 4823

下井草 近藤健一 下井草1-5-17 3390 - 9437
山田真治 下井草3－8－23三英ビル303 6676 - 9989
税理士法人稲
村会計事務所 下井草3-29-10佐藤ビル302号 5382 - 2711

藍野和男 下井草4-1-6 3397 - 5118
鈴木百香 下井草4-32-9 3399 - 1555
田子周一 下井草4-33-12 3395 - 3343
小島孝子 下井草5－23－2鈴木ビル203 6317 - 7493

今川 中村良三 今川3-8-4 3399 - 3976
中村行雄 今川3-8-4 3399 - 3976

西荻北 下島聡司 西荻北2-3-9Ken's西荻北ビル5F 6454 - 7471
馬場義男 西荻北2-3-9コメットビル5階 3394 - 5922
鈴木吉郎 西荻北2-6-6YS西荻3F 3301 - 5101
福田都介 西荻北2-11-4エクセリア西荻201号 3397 - 2770
山本哲郎 西荻北2-12-2西島ビル201 5303 - 6371
村林秀則 西荻北3-11-3サンコ-ト西荻窪115号室 6423 - 0566
東原功 西荻北3-14-18ラーバンプラザ401 5936 - 0055
廣瀬一俊 西荻北3-20-12グラツィオーソ西荻窪B1 3399 - 0180
荒谷美佳 西荻北3-31-13-503号 5303 - 5781

上荻 丸山良尚 上荻1-5-2コロナビル6階 3391 - 6309
吉原敬三 上荻1-11-3アベイユ神秋602号 3391 - 2881
大矢勝昭 上荻1-16-3森谷ビル4階 3391 - 5588
小林誉光 上荻1-17-10シンフォニーアンダンテ602 3391 - 1044
今村千恵子 上荻1-18-12春木屋ビル 6915 - 1303
穂坂正積 上荻1-18-14-206 3393 - 7571
本橋喜久雄 上荻1-21-23 3392 - 5555
岩倉永一 上荻1-21-23-3F 3392 - 0157
岩倉礼子 上荻1-21-23-3F 6915 - 1410
原田叔法 上荻1-21-23-3F 3392 - 2170
小島麻里 上荻1-23-19小嶋東神ビル4F 6913 - 0520
藤村茂 上荻2-19-18RKII2階 6231 - 1701
小澤俊夫 上荻2-19-18RKII2階 3391 - 8731
森田光雄 上荻2-19-18RKII2階 6874 - 7851
和田実 上荻4-19-22-603 3395 - 1131
岡田茂 上荻4-23-9 3395 - 3111

本天沼 小 野 寺 誠 税
理士事務所 本天沼2-41-8 5303 - 1680

清水 黒川えり 清水1-14-5-302 090-8479-0152
小林滋子 清水3-9-9-102 5938 - 5100

東京税理士会荻窪支部　e-Tax推進税理士事務所（敬称略）	 令和元年 10 月 9 日現在

9　



大
卒
後
、
理
財
局
へ

　
本
年
7
月
、
荻
窪
税
務
署
に
着
任
さ
れ
た
米

田
署
長
は
、
昭
和
40
年
生
ま
れ
の
54
歳
。
熊
本

県
人
吉
市
の
ご
出
身
で
す
。
高
校
卒
業
後
、
税

務
職
員
と
し
て
熊
本
国
税
局
で
採
用
さ
れ
、
そ

の
翌
年
に
大
阪
国
税
局
管
内
、
京
都
の
右
京
税

務
署
に
勤
務
し
な
が
ら
同
志
社
大
学
商
学
部
に

通
わ
れ
ま
し
た
。

「
当
時
は
夜
学
が
普
通
に
あ
っ
た
時
代
。
立
命
館

大
学
や
関
西
大
学
な
ど
伝
統
あ
る
夜
間
学
部
で

は
な
く
、
今
の
フ
レ
ッ
ク
ス
制
の
先
駆
け
の
よ
う

な
同
志
社
を
選
び
ま
し
た
。
入
試
も
試
験
も
先

生
も
昼
間
部
と
同
じ
で
時
間
だ
け
夜
。
社
会
人

は
少
な
く
て
、
体
育
会
の
子
た
ち
が
多
か
っ
た

で
す
ね
」

　
同
じ
必
修
科
目
の
な
か
で
、
多
く
の
学
生
が

単
位
の
取
り
や
す
い
先
生
を
選
び
ま
す
が
、
社

会
人
で
あ
る
米
田
署
長
は
、
限
ら
れ
た
時
間
枠

で
履
修
科
目
を
決
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

あ
る
英
語
の
科
目
で
は
、
非
常
に
厳
し
い
教
授

を
選
択
し
た
た
め
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
の
は
3
名
。

2
回
目
の
講
義
で
は
2
人
に
な
り
、
3
回
目
か

ら
は
研
究
室
で
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

「
予
習
し
て
い
き
ま
す
が
、
授
業
時
間
の
1
時
間

半
ず
っ
と
一
人
で
訳
し
続
け
る
ほ
ど
予
習
は
進

ん
で
な
い
の
で
、
最
初
の
30
分
は
自
分
で
、
30

分
は
先
生
が
、
残
り
30
分
は
雑
談
で
し
た
。
相

続
税
の
話
や
税
金
の
問
題
な
ど
、
今
思
う
と
子

ど
も
の
よ
う
な
私
と
、
よ
く
そ
う
い
う
話
を
し

て
く
だ
さ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
大
学
に
は
外
国

人
の
先
生
も
多
く
て
、
一
緒
に
飲
み
に
連
れ
て

行
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
で
す
か

ら
、
社
会
人
に
な
っ
て
も
語
学
を
鍛
え
る
機
会

に
恵
ま
れ
ま
し
た
し
、
そ
れ
が
そ
の
後
の
留
学

に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」

　
大
学
卒
業
と
同
時
に
税
務
署
勤
務
が
開
け
る

と
、
最
初
の
異
動
先
は
大
蔵
省
で
し
た
。
国
債
、

財
政
投
融
資
、
国
有
財
産
な
ど
の
管
理
を
主
な

業
務
と
す
る
理
財
局
で
、
資
金
管
理
課
に
配
属

さ
れ
ま
し
た
。

「
理
財
局
か
ら
、
平
成
4
年
に
麹
町
税
務
署
に
異

動
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
国
税
専
門
の
研
修
を
受

け
る
た
め
で
し
た
。
こ
の
ま
ま
東
京
国
税
局
に

残
れ
な
い
か
な
、
本
省
で
も
主
税
局
や
国
税
庁

と
い
っ
た
税
に
か
ら
む
仕
事
が
で
き
な
い
か
な

と
も
思
っ
た
ん
で
す
が
、
翌
年
に
理
財
局
国
債

課
に
戻
る
こ
と
に
な
り
、
以
降
は
ま
た
本
省
で

過
ご
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」

　
そ
の
後
、
平
成
9
年
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大

学
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
校
の
大
学
院
に
留
学
さ
れ
て

い
ま
す
。

「
ビ
ジ
ネ
ス
を
学
び
ま
し
た
が
、
医
学
部
の
教
授

や
海
上
自
衛
隊
か
ら
米
軍
に
派
遣
さ
れ
て
い
る

方
々
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
」

「
常
に
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
み
た
い
」
そ
う

米
田
署
長
は
語
り
ま
す
。

な
ぜ
公
務
員
に
な
っ
た
の
か

　
在
職
中
に
何
度
か
大
き
な
転
機
が
あ
っ
た
と

い
う
米
田
署
長
。
留
学
も
そ
の
一
つ
の
き
っ
か
け

に
な
り
ま
し
た
。

「
ア
メ
リ
カ
人
は
、
優
秀
な
人
は
政
府
の
仕
事
な

ど
せ
ず
、
ま
ず
一
番
優
秀
な
者
は
起
業
を
目
指

基本は楽観主義者なんです。なんとかなる、ってね」と語る米田新署長。真面目な税務職員のイメージとはちょっと
変わった独自のスタイルに、初めは少々面食らったインタビュアーも、数々の経歴とエピソードに引き込まれ、楽し
いインタビューとなりました。

米 田 博 文
荻窪税務署署長インタビュー

常に新しいことに
挑戦してみたい

聞き手／前田薫範・岡 博之

荻窪法人会は税務の協力団体でもあります。
新任の税務署長の人柄を紹介しながら、税務行政について、
また荻窪の感想をお聞きします。
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INTERVIEW

し
、
次
は
民
間
企
業
な
ん
で
す
。
U
C
サ
ン
デ

ィ
エ
ゴ
で
は
、
な
ん
で
公
務
員
な
ん
て
や
っ
て
る

ん
だ
と
ボ
ロ
カ
ス
に
言
わ
れ
て
漠
然
と
転
職
を

考
え
ま
し
た
。
そ
の
ま
ま
残
っ
て
再
就
職
し
よ

う
か
、
と
も
考
え
て
、
何
社
か
受
け
た
り
し
た

ん
で
す
。
力
試
し
が
し
た
い
と
い
う
思
い
は
あ

り
ま
し
た
。
で
も
、
な
ぜ
公
務
員
に
な
っ
た
の

か
。
そ
れ
は
ど
こ
か
に
『
世
の
た
め
人
の
た
め
』

と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
か
ら
じ
ゃ
な
い
か
な
。
お

金
さ
え
も
ら
え
れ
ば
い
い
ん
だ
っ
け
？　
違
う

よ
な
。
結
局
、
戻
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」

　

平
成
13
年
の
省
庁
再
編
で
大
蔵
省
か
ら
財

務
省
へ
の
名
称
変
更
を
経
て
、
職
歴
は
理
財
局

総
務
課
企
画
係
長
、
財
政
投
融
資
総
括
課
課

長
補
佐
、
平
成
17
年
に
国
有
財
産
調
整
課
課
長

補
佐
に
。
国
有
財
産
法
の
改
正
に
あ
た
っ
て
、

そ
の
対
応
の
た
め
に
投
入
さ
れ
た
人
事
で
、
国

有
財
産
で
あ
る
庁
舎
を
建
て
る
べ
き
か
借
り

る
べ
き
か
と
い
っ
た
コ
ス
ト
比
較
の
シ
ス
テ
ム

や
証
券
化
ス
キ
ー
ム
作
り
な
ど
に
奔
走
し
ま
し

た
。
こ
こ
で
も
ま
た
転
機
が
あ
り
ま
し
た
。
新

た
に
就
任
し
た
幹
部
が
情
報
統
制
し
た
り
、
一

部
の
人
た
ち
を
優
遇
す
る
よ
う
な
状
況
に
な
っ

た
の
で
す
。

「
我
々
プ
ロ
パ
ー
職
員
の
扱
い
を
不
満
に
思
い
ま

し
た
。
私
も
40
歳
く
ら
い
だ
っ
た
の
で
、
こ
ん

な
人
の
下
で
働
か
な
き
ゃ
な
ら
な
い
の
か
と
、

ち
ょ
っ
と
グ
レ
ま
し
て
（
笑
）、
異
動
の
希
望
に

沖
縄
の
税
務
署
と
書
い
た
ん
で
す
。
夕
暮
れ
に

魚
で
も
釣
り
な
が
ら
暮
ら
す
の
も
い
い
な
、
な

ん
て
。
そ
う
し
た
ら
人
事
担
当
が
飛
ん
で
き
ま

し
て
、『
待
て
、
辞
め
ら
れ
ち
ゃ
困
る
、
こ
の

な
か
か
ら
異
動
し
た
い
好
き
な
と
こ
ろ
を
選
ん

で
い
い
』
と
言
っ
て
く
れ
た
な
か
で
決
め
た
の

が
外
務
省
で
し
た
。
外
務
省
は
建
物
こ
そ
隣
で

す
が
、
理
財
局
と
最
も
縁
の
な
い
と
こ
ろ
。
肩

書
き
は
大
臣
官
房
会
計
課
無
償
等
経
理
室
長
。

O
D
A
（
政
府
開
発
援
助
）
の
仕
事
で
、
ち
ょ

う
ど
J
I
C
A
/
ジ
ャ
イ
カ
（
国
際
協
力
機
構
）

が
O
D
A
の
執
行
機
関
と
位
置
付
け
ら
れ
て
一

元
化
さ
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
し
た
。
実
は
、
こ

の
ポ
ス
ト
は
あ
ま
り
期
待
さ
れ
て
い
な
い
ポ
ス

ト
で
、
少
し
勉
強
す
る
時
間
が
と
れ
る
か
も
と

思
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、
J
I
C
A
へ
移
管
す
る

仕
組
み
の
な
か
に
大
き
な
問
題
を
見
つ
け
て
し

ま
い
、
変
え
た
ほ
う
が
い
い
と
働
き
か
け
て
。

結
局
、
仕
事
一
筋
と
な
り
ま
し
た
（
笑
）」

新
発
見
が
好
き
で
す

　
平
成
22
年
に
理
財
局
に
戻
り
、
27
年
、
総
務

課
理
財
調
査
官
と
し
て
異
動
前
の
4
年
間
を
過

ご
さ
れ
ま
し
た
。
理
財
調
査
官
は
、ま
さ
に「
ザ・

人
事
」
の
仕
事
で
す
。
理
財
局
全
体
で
お
よ
そ

4
0
0
人
の
う
ち
キ
ャ
リ
ア
の
人
た
ち
の
人
事

は
秘
書
課
が
行
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
は
80
名

程
出
向
者
を
含
め
て
米
田
署
長
が
す
べ
て
行
っ

て
い
た
そ
う
で
す
。

そ
し
て
、
令
和
元
年
7
月
荻
窪
税
務
署
長
に
就

任
さ
れ
ま
し
た
。

「
荻
窪
税
務
署
庁
舎
の
移
転
等
に
つ
い
て
は
国
有

財
産
調
整
課
に
い
た
こ
ろ
か
ら
タ
ッ
チ
し
て
い

ま
し
て
、
大
変
な
と
き
に
は
行
か
ず
、
引
越
ま

で
終
わ
っ
て
か
ら
理
財
局
か
ら
行
く
の
か
と
い

う
ご
批
判
も
あ
り
ま
し
た
が（
笑
）、
い
ま
非
常

に
感
慨
深
く
、
名
誉
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
若
い
こ
ろ
税
務
署
長
に
廊
下
で
呼
び
か
け

ら
れ
て
、『
俺
の
名
前
、
知
っ
て
る
ん
だ
』
と
驚

い
た
覚
え
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
こ
ろ
の
立
派
な

署
長
の
よ
う
に
は
な
れ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
切
り
口
の
、
風
変
わ

り
な
税
務
署
長
と
一
緒
に
仕
事
を
す
る
の
も
、

皆
さ
ん
に
と
っ
て
い
い
か
な
と
思
い
ま
す
」

　
米
田
署
長
の
お
住
ま
い
は
武
蔵
野
市
桜
堤
、

武
蔵
境
が
最
寄
駅
で
、
荻
窪
署
ま
で
は
30
分
あ

ま
り
。
ご
家
族
は
、
奥
様
と
3
人
の
娘
さ
ん
、

そ
し
て
12
歳
の
ア
メ
リ
カ
ン
シ
ョ
ー
ト
ヘ
ア
。

ネ
コ
ち
ゃ
ん
も
女
の
子
で
す
。

「
我
が
家
で
頂
点
に
君
臨
す
る
の
は
奥
様
、
次
が

た
ぶ
ん
ネ
コ
、
娘
た
ち
が
続
い
て
、
そ
の
下
が
私

（
笑
）。
娘
た
ち
と
は
食
事
や
買
い
物
に
行
っ
た

り
、
ボ
ー
イ
フ
レ
ン
ド
の
ア
メ
フ
ト
の
試
合
を
見

に
い
っ
た
り
、
仲
良
し
で
す
よ
。
趣
味
と
い
う
ほ

ど
で
は
な
い
け
れ
ど
歩
く
の
は
好
き
で
、
小
金

井
公
園
で
ジ
ョ
ギ
ン
グ
し
た
り
、
多
摩
湖
の
サ

イ
ク
リ
ン
ロ
ー
ド
や
多
摩
川
沿
い
の
道
を
歩
い

た
り
、
知
ら
な
い
土
地
の
街
歩
き
も
好
き
で
す
」

「
新
発
見
が
好
き
」と
い
う
米
田
署
長
に
、
荻
窪

の
街
の
印
象
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

「
荻
窪
税
務
署
管
内
を
眺
め
て
い
る
と
、
か
つ

て
の
農
地
が
宅
地
化
さ
れ
て
い
く
過
程
で
、
地

主
の
方
々
が
良
質
な
住
宅
を
供
給
さ
れ
、
そ
こ

を
選
ん
で
住
ん
だ
方
々
が
高
級
住
宅
地
を
築
い

た
。
そ
れ
が
荻
窪
の
カ
ラ
ー
を
作
っ
て
い
る
と

感
じ
ま
す
。
整
っ
た
住
宅
地
を
潤
す
商
店
街
が

充
実
し
て
、
暮
ら
す
上
で
は
最
高
の
場
所
で
す

ね
。
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
エ
リ
ア
で
勤
務
す
る

機
会
を
い
た
だ
き
、
非
常
に
あ
り
が
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
」
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高 橋 美 保
女性部会長インタビュー

楽しく、役に立つ
女性部会を作っていきましょう！

聞き手／前田薫範・菊池 雅樹・岡 博之

教
職
を
蹴
っ
て
、
一
人
旅
へ

　

高
橋
女
性
部
会
長
は
愛
媛
県
の
ご
出
身

で
す
。「
田
舎
で
育
ち
ま
し
た
か
ら
、
子
ど

も
の
こ
ろ
は
近
所
の
友
達
と
野
原
で
駆
け

回
っ
た
り
、
夏
は
川
で
遊
ん
だ
り
、
草
の
実

を
弾
に
し
た
鉄
砲
を
作
っ
た
り
し
ま
し
た

ね
」と
懐
か
し
そ
う
に
振
り
返
ら
れ
ま
し
た
。

　

高
校
ま
で
を
愛
媛
で
過
ご
し
、
大
学
進

学
を
機
に
東
京
へ
。
言
葉
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
大

き
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。

「
東
京
弁
が
し
ゃ
べ
れ
な
い
。
言
葉
が
出
て

こ
な
い
。
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。

私
が
育
っ
た
家
は
、
父
親
が
長
男
で
家
を

守
っ
て
い
く
『
お
も
や
』。
い
わ
ゆ
る
本
家

で
、
封
建
的
と
ま
で
は
い
か
な
い
け
れ
ど
、

祖
父
が
い
て
、
父
が
い
て
、
古
い
昔
の
社
会

の
ま
ま
で
し
た
。
そ
れ
が
も
の
す
ご
く
窮
屈

で
、
狭
い
社
会
か
ら
飛
び
出
し
た
い
な
と
思

っ
て
東
京
の
大
学
へ
行
っ
た
ん
で
す
」

　

教
職
を
目
指
し
、
大
学
卒
業
後
は
、
愛

媛
に
戻
っ
て
高
校
の
教
師
と
し
て
採
用
が

決
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
就
職
す

る
土
壇
場
に
な
っ
て
、
そ
れ
を
断
っ
て
旅
に

出
た
の
で
す
。
既
成
の
社
会
体
制
や
価
値

観
に
し
ば
ら
れ
た
生
き
方
を
否
定
す
る
「
ヒ

ッ
ピ
ー
文
化
」
の
名
残
が
あ
っ
た
時
代
で
あ

り
、
そ
れ
は
当
時
の
若
者
の
あ
こ
が
れ
で

も
あ
り
ま
し
た
。
沢
木
耕
太
郎
の
紀
行
小

説
『
深
夜
特
急
』
が
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
の
バ

イ
ブ
ル
と
も
言
わ
れ
た
こ
ろ
で
す
。

「
マ
レ
ー
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
、
香
港
、
タ
イ
。
そ
れ
か
ら
イ
ン
ド

ま
で
行
っ
て
、
昔
の
ボ
ン
ベ
イ
（
現
ム
ン
バ

イ
）
か
ら
ゴ
ア
の
あ
た
り
ま
で
行
っ
て
、
1

年
く
ら
い
の
一
人
旅
で
し
た
。『
深
夜
特
急
』

の
さ
わ
り
と
こ
ろ
で
す
ね
。

　
い
ま
考
え
る
と
両
親
に
は
本
当
に
申
し

訳
な
く
思
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
堅
苦
し
い

と
こ
ろ
か
ら
脱
却
し
た
い
、
自
分
を
変
え
た

い
と
、
あ
が
い
て
い
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
」

　
こ
の
旅
の
終
盤
、
高
橋
女
性
部
会
長
は
、

タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
で
一
人
の
男
性
と
め
ぐ
り

合
い
ま
す
。
そ
の
人
こ
そ
、
現
在
の
ご
主

人
、
高
橋
正
志
氏
で
し
た
。
ジ
ロ
ン
ジ
ュ
エ

リ
ー
の
三
代
目
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
へ
留
学
し

て
い
た
正
志
氏
は
、
そ
の
帰
途
を
中
近
東

か
ら
イ
ン
ド
を
経
て
す
べ
て
陸
路
を
旅
し
て

バ
ン
コ
ク
へ
。「
そ
の
ま
ま
結
婚
し
ち
ゃ
っ

た
ん
で
す
」
と
女
性
部
会
長
。

女
性
の
視
点
で
ア
ド
バ
イ
ス
を

　

結
婚
後
は
専
業
主
婦
と
し
て
家
庭
を
守

っ
て
き
た
高
橋
女
性
部
会
長
で
す
が
、
子

ど
も
た
ち
が
成
長
し
子
育
て
の
手
が
離
れ

た
こ
ろ
、
会
社
の
経
理
の
女
性
が
辞
め
て

し
ま
っ
た
こ
と
を
機
に
、
会
社
を
手
伝
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

「
ほ
ん
の
少
し
経
理
を
勉
強
し
た
こ
と
が
あ

っ
て
、
会
社
に
入
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
も
経
理
と
、
小
売
の
お
客
様
の
マ
ネ
ジ

このたび女性部会長に就任された株式会社ジロンジュエリーの高橋美保氏にお話をうかがいました。光り輝くジュエ
リーにふさわしく、エレガントな雰囲気をお持ちの高橋女性部長ですが、お若いころの放浪の旅、その旅での運命の
出会いなど、驚きの連続のインタビューとなりました。
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INTERVIEW

メ
ン
ト
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
も
と
も
と

ジ
ュ
エ
リ
ー
に
は
ま
っ
た
く
興
味
が
な
く

て
、
関
係
な
い
世
界
に
い
ま
し
た
か
ら
勉

強
し
ま
し
た
。
勉
強
は
お
も
し
ろ
か
っ
た

で
す
ね
。

　

ジ
ュ
エ
リ
ー
は
と
て
も
美
し
い
も
の
で

す
。
こ
の
1
個
で
家
が
建
て
ら
れ
る
く
ら
い

の
値
段
の
も
の
を
間
近
に
見
て
、
手
に
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
は
幸
せ
で
す
」

　
ジ
ロ
ン
ジ
ュ
エ
リ
ー
は
、
長
年
、
阿
佐
ヶ

谷
に
本
社
を
置
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

上
井
草
に
移
り
、
2
0
0
7
年
に
現
在
の

荻
窪
に
移
転
し
て
い
ま
す
。
小
売
り
を
始

め
た
の
は
、
荻
窪
に
ア
ト
リ
エ
・
サ
ロ
ン
を

開
い
て
か
ら
。
そ
れ
以
前
は
、
ジ
ュ
エ
リ
ー

を
デ
ザ
イ
ン
し
制
作
し
た
も
の
を
小
売
店

や
卸
企
業
な
ど
に
納
め
る
、
い
わ
ゆ
る
メ

ー
カ
ー
に
徹
し
て
い
ま
し
た
が
、「
作
る
だ

け
じ
ゃ
な
く
、
作
っ
た
も
の
を
直
接
お
客

さ
ま
に
売
り
た
い
」
と
い
う
正
志
氏
の
夢

を
実
現
し
た
の
が
、
荻
窪
本
社
の
サ
ロ
ン

な
の
で
す
。

「
お
客
さ
ま
の
98
％
は
女
性
で
す
。
女
性

の
私
が
対
応
す
る
こ
と
で
、
お
客
さ
ま
も

ホ
ッ
と
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
こ
こ
で
は
ジ
ュ
エ
リ
ー
は
並
べ
ず
に
、

一
つ
一
つ
お
話
を
う
か
が
っ
て
作
っ
て
い

き
ま
す
。
最
近
は
、
よ
く
若
い
カ
ッ
プ
ル

が
結
婚
リ
ン
グ
な
ど
の
ご
相
談
で
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
が
、『
お
母
さ
ん
』
の
よ
う
な

感
じ
で
話
を
う
か
が
っ
て
い
ま
す
。
主
人

は
作
り
手
で
あ
り
、
男
性
か
ら
の
視
点
で

す
が
、
そ
れ
と
は
ち
ょ
っ
と
違
う
女
性
の

目
線
で
ア
ド
バ
イ
ス
も
で
き
る
と
思
い
ま

す
。

　
こ
れ
か
ら
結
婚
す
る
若
い
方
は
ラ
ブ
ラ
ブ

で
幸
せ
い
っ
ぱ
い
。
そ
の
幸
せ
を
分
け
て
も

ら
え
ま
す
。
卸
し
だ
け
で
な
く
、
直
接
お
客

様
と
接
す
る
こ
と
で
、
喜
び
も
伝
わ
っ
て
き

て
、
す
ご
く
嬉
し
い
し
、
そ
れ
を
職
人
さ
ん

に
も
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で
き
る
ん
で
す
」

楽
し
い
女
性
部
会
に
！

　

高
橋
女
性
部
会
長
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を

お
聞
き
し
ま
し
た
。
ご
趣
味
は
20
数
年
続

け
て
い
る
と
い
う
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
、
最
近
始
め
ら
れ
た
俳
句
。
そ
し
て

健
康
管
理
の
た
め
に
ジ
ム
に
通
わ
れ
て
い

ま
す
。

「
俳
句
は
、
ボ
ケ
防
止
の
た
め
に
大
学
時
代

の
仲
間
で
始
め
た
ば
か
り
で
す
。
最
初
は

何
も
知
ら
ず
に
季
語
が
3
つ
も
入
っ
た
り
、

夏
と
冬
の
季
語
が
入
っ
た
り
し
て
大
笑
い
。

俳
句
は
『
座
の
文
芸
』
と
い
わ
れ
ま
す
が
、

集
ま
っ
て
句
会
を
開
い
て
ワ
イ
ワ
イ
批
評
し

た
り
す
る
の
が
楽
し
い
で
す
ね
。

　

自
宅
は
善
福
寺
公
園
の
近
く
。
田
舎

の
雰
囲
気
で
気
に
入
っ
て
ま
す
。
娘
と
息

子
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
、
今
は
主
人
と

私
の
2
人
と
犬
が
1
匹
で
暮
ら
し
て
い
ま

す
。
ト
イ
プ
ー
ド
ル
な
ん
で
す
が
、
も
う

老
犬
で
、
昨
年
病
気
に
な
っ
て
か
ら
、
そ

の
介
護
の
合
間
に
仕
事
を
す
る
と
い
う
感

じ
で
し
た
。
や
っ
と
少
し
元
気
に
な
り
ま

し
た
。
以
前
は
接
客
も
し
て
く
れ
た
ん
で

す
よ
（
笑
）」

　
荻
窪
本
社
の
ア
ト
リ
エ
・
サ
ロ
ン
を
開
い

て
か
ら
、
地
元
に
愛
さ
れ
る
企
業
で
あ
り

た
い
と
強
く
思
う
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
女

性
部
会
長
。
女
性
部
会
で
積
極
的
に
活
動

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
そ
の
こ
ろ
か

ら
で
す
。
最
後
に
新
部
会
長
と
し
て
の
抱

負
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

「
前
部
会
長
の
織
茂
さ
ん
、
野
田
さ
ん
に
は

お
世
話
に
な
っ
て
、
織
茂
さ
ん
が
お
亡
く
な

り
に
な
っ
た
と
き
は
本
当
に
シ
ョ
ッ
ク
で
し

た
。
本
来
な
ら
、
副
部
会
長
の
な
か
か
ら

適
任
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
年
齢

制
限
が
あ
る
と
の
こ
と
で
、
私
が
部
会
長

を
お
引
き
受
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
織
茂
さ
ん
が
、女
性
部
会
は
ま
ず
は
『
楽

し
い
会
』
に
っ
て
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
て
、
や

は
り
そ
れ
を
引
き
継
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
お
年
を
召
し
た
方
も
楽
し
く
、

若
い
方
も
楽
し
く
で
き
て
、
皆
さ
ん
の
役
に

立
つ
、
そ
う
い
う
女
性
部
会
を
作
っ
て
い
け

た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
る
と
い

う
よ
り
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

調
和
し
て
い
く
タ
イ
プ
だ
と
思
い
ま
す
か

ら
、
そ
ん
な
感
じ
で
や
っ
て
い
き
た
い
で
す

ね
。
40
年
以
上
の
歴
史
あ
る
女
性
部
会
で

す
か
ら
、
気
を
引
き
締
め
て
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
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伊
勢
神
宮
の
行
事
の
た
く
さ
ん
の
ス
ラ

イ
ド
写
真
を
通
し
て
、
伊
勢
神
宮
の
一
年

間
、
そ
し
て
皇
室
の
方
々
の
活
動
、「
皇
室

と
神
宮
の
か
か
わ
り
」
に
つ
い
て
、
ご
説

明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
会
場
が
体
育
館
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
東
京
法
人
会
エ
リ
ア
の
二
階
席
は
音

が
聞
き
取
り
に
く
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し

た
が
、「
四
季
折
々
の
伝
統
行
事
」と「（
そ

の
な
か
で
活
躍
さ
れ
て
い
た
）
皇
太
子
時

代
の
天
皇
陛
下
の
ご
様
子
」を
拝
見
し
て
、

伊
勢
神
宮
が
特
別
な
場
所
で
あ
る
こ
と
を

再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

法 人 会 全 国 大 会  三 重 大 会  参 加 のご 報 告
税制委員・税理士　小林誉光

令和元年１０月３日（木）、三重県の「津市産業スポーツセンター」において、法人会全国大会　三
重大会が開催されました。
　名古屋から近鉄特急で約５０分で津駅へ。そこからシャトルバスで２０分。
畑の真ん中にこのスポーツセンターはありました。大会当日も、プールは通常営業のようで、バスで
大挙して押し寄せる法人会員を不思議そうに見ながら泳いでいました。
会場に併設された物産展の会場には、イートインスペースもあり、「松坂牛」や「伊勢うどん」の実演
販売もしており、物産展も大いに盛り上がりました。

第
一
部
　
記
念
講
演

演
　
題	

「
皇
室
と
神
宮
」

	

伊
勢
神
宮

	

広
報
室
広
報
課
長 

	

音
羽
悟  

氏

第1部記念講演会の様子

参加者の皆さん
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（
１
）
税
制
改
正
提
言
の
報
告

　
会
場
で
は
、「
令
和
２
年
度
税
制
改
正

ア
ン
ケ
ー
ト
」の
集
計
結
果
が
発
表
さ
れ
、

そ
れ
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
「
令
和
２

年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
（
要
約
）」

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。」

「
令
和
２
年
度
税
制
改
正
ス
ロ
ー
ガ
ン
」

経
済
の
再
生
と
財
政
健
全
化
を
目
指
し
、

歳
出
・
歳
入
の
一
体
的
改
革
を
！

適
正
な
負
担
と
給
付
の
重
点
化・効
率
化
で
、

持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
の
確
立
を
！

中
小
企
業
は
日
本
経
済
の
礎
。
活
力
向
上

の
た
め
の
税
制
措
置
拡
充
を
！

中
小
企
業
に
と
っ
て
事
業
承
継
は
重
要
な
課

題
。
本
格
的
な
事
業
承
継
税
制
の
創
設
を
！

（
２
）
金
沢
法
人
会
青
年
部
会
に
よ
る

　
　

 

租
税
教
育
活
動
の
報
告

「
わ
た
し
た
ち
が
考
え
る

税
金
の
使
い
方
総
選
挙
」

「
活
動
の
概
要
」

①
租
税
教
室
で
「
税
の
使
い
み
ち
」
に
つ
い

て
小
学
生
同
士
で
話
し
合
っ
た
後
に
、
宿
題

と
し
て
持
ち
帰
っ
た「
税
の
使
い
み
ち
シ
ー

ト
」
を
家
庭
で
親
と
話
し
合
い
完
成
さ
せ
、

「
立
候
補
」 

の
形
で
提
出
。 

 

②
集
ま
っ
た
「
立
候
補
」
の
中
か
ら
、
一

次
選
考
を
通
過
し
た
小
学
校
10 

校
よ
り
選

出
さ
れ
た 

代
表
者
各
1
名
が
プ
レ
ゼ
ン
を

実
施
。
来
場
者
全
員
に
よ
る「
総
選
挙（
投

票
）」
を
行
い
グ 

ラ
ン
プ
リ
を
決
定
。
③

今
ま
で
の
一
方
通
行
型
の
租
税
教
室
で
な

く
、
多
く
の
大
人
た
ち
に
も
繋
が
る
租
税

教 

室
を
一
貫
し
た
テ
ー
マ
と
し
て
開
催
。

④
授
業
で
税
の
使
い
み
ち
に
つ
い
て
皆
で

考
え
る
時
間
を
設
け
、
家
庭
で
親
に
自
分

の
考 

え
を
伝
え
、
家
族
と
一
緒
に
考
え
る

こ
と
で
多
く
の
大
人
た
ち
と
も
繋
が
る
事

業
と
な
り
ま
し
た
（
金
沢
法
人
会
の
H
P

よ
り
抜
粋
）。 

授
業
だ
け
で
は
終
わ
ら
ず
に
、
各
家
庭
で

「
税
金
の
使
い
み
ち
」
を
宿
題
と
し
て
考
え

る
こ
と
で
、
授
業
で
終
わ
ら
な
い「
家
庭
で

の
租
税
教
室
」
を
実
現
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

子
供
た
ち
の
働
く
世
代
の
親
も
一
緒
に
「
税

に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
」と
な
り
、
租

税
教
室
活
動
の
普
及
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
が

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
法
人
会
は
、
中
小
企
業
の
声
を
国
に
届

け
る
役
割
を
し
て
い
ま
す
。

荻
窪
法
人
会
税
制
委
員
会
は
、
税
制
改
正

要
望
を
通
じ
て
、
中
小
企
業
の
声
を
国
に

届
け
て
い
ま
す
。

　
税
制
委
員
会
で
は
、
会
員
企
業
の
税
務

に
関
す
る
ご
意
見
・
ご
要
望
を
引
き
続
き

募
集
し
て
い
ま
す
。

第
二
部
　
式
典

お
わ
り
に
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税 制 委員会より

 　16



税 制 委員会より
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夏
と
は
ち
が
っ
た
蒸
し
暑
い
朝
、
東
京

駅
に
向
か
う
の
で
あ
り
ま
す
。

法
人
会
の
三
重
大
会 

紀
行
文
担
当
の
新

井
で
す
。

紀
行
文
の
担
当
者
が
遅
れ
た
ら
「
ま
ず

い
」
と
思
い 

中
央
線
の
混
み
合
う
車
内
に

身
を
置
い
た
の
で
あ
り
ま
す
。
新
幹
線
の

ホ
ー
ム
も
蒸
し
暑
い
の
は
同
じ
で
す
。（
ま

だ 

半
袖
の
方
も
お
り
ま
す
）
今
回
の
待
ち

合
わ
せ
場
所
は
、
新
幹
線
の
ホ
ー
ム
で
す
。

参
加
者
は
8
名
。
先
乗
り
し
て
い
た
だ
い

た
小
林
さ
ま
以
外
の
7
名
で
、
ま
ず
は
新

幹
線
で
名
古
屋
に
向
か
っ
て
出
発
で
す
。

名
古
屋
駅
か
ら
津
駅
ま
で
近
鉄
特
急
に

乗
車
し
て
向
か
い
、
津
駅
に
は
大
会
用
の

送
迎
バ
ス
が
待
機
し
て
お
り
ま
す
。（
補
助

席
ま
で
全
て
使
っ
て
出
発
）

会
場
は
、
田
ん
ぼ
の
中
の
真
新
し
い

“
B
U
D
O
U
K
A
N
N
『
サ
ヨ
リ
ー
ナ
』”

レ
ス
リ
ン
グ
の
吉
田
サ
ヨ
リ
さ
ん
の
出
身

地
だ
そ
う
で
す
ね
。

会
場
は
大
き
な
ホ
ー
ル
で
す
。
素
晴
ら

し
い
の
で
す
が
、
音
響
効
果
は
ダ
メ
、
声

が
反
響
し
て
籠
っ
て
し
ま
い
、
よ
く
聞
き

取
り
に
く
い
（
お
ま
け
に
隣
の
席
の
色
黒

の
お
じ
さ
ん
は
、
公
演
を
無
視
し
て
喋
り

ま
く
る
）
伊
勢
神
宮
の
由
緒
を
語
っ
て
く

だ
さ
る
記
念
講
演
は
、
残
念
な
結
果
な
の

で
あ
り
ま
す
。

会
場
を
出
る
と
、
午
後
の
雨
で
す
。
津

駅
か
ら
伊
勢
市
駅
に
向
か
う
の
に
は
、
ア

ク
セ
ス
が
悪
く
、
会
場
か
ら
津
駅
ま
で
の

巡
回
バ
ス
は
大
混
雑
で
す
。
一
転
し
て
伊

勢
市
に
向
か
う
近
鉄
特
急
は
、
快
適
な
の

で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
舌
鼓
が
待
っ
て

い
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
楽
し
み
で
す
。

期
待
に
反
し
て
、
伊
勢
市
は
食
べ
物
屋

さ
ん
が
少
な
い
。
ち
ょ
っ
と
し
た
所
は
『
満

席
』
な
の
で
あ
り
ま
す
。
小
エ
ビ
が
旨
い
！

の
で
あ
り
ま
す
よ
、
御
同
輩
。

法
人
会
の
全
国
大
会
の
楽
し
み
の
一
つ

が
、
こ
の
夕
食
会
の
語
ら
い
に
あ
り
ま
す
。

日
本
の
こ
と
、
日
本
の
置
か
れ
て
い
る
立

場
の
こ
と
、
将
来
の
有
る
べ
き
姿
、
仲
間

と
忌
憚
の
な
い
意
見
を
交
わ
し
あ
う
、
そ

こ
に
は
熱
い
思
い
が
あ
り
、
心
の
小
さ
い

他
人
の
批
判
は
ゼ
ロ
な
の
が
清
々
し
く
感

じ
ら
れ
ま
す
。
や
は
り
経
営
者
の
集
ま
っ

た
集
団
の
パ
ワ
ー
の
違
い
な
の
で
あ
り
ま

し
た
。

明
日
は
伊
勢
神
宮
に
参
拝
し
て
帰
路
に

つ
く
予
定
で
あ
り
ま
す
。

素
晴
ら
し
き
か
な
・
・
・
。

税
制
委
員
会
を
中
心
と
し
た
今
大
会
の

参
加
者
メ
ン
バ
ー
に
幸
多
か
れ
と
思
う
の

で
あ
り
ま
す
、
合
掌
。

第 3 6 回 法 人 会 全 国 大 会  三 重 大 会 　 紀 行 文
報告者　税制委員会　新井俊雄副委員長
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税務コーナー
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税務コーナー
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【部会とは】ある同じ目的を持った会員の集まりです。
源泉部会：経理職員の源泉税を中心とした研修会な
どを行う。青年部会：若手の経営者が集まり、研修
会や勉強会を行い、悩みを話し合えるような仲間作り
の場ともなっている。女性部会：女性経営者同士の交
流や社会貢献活動を行います。

【委員会について】法人会での委員会の役割は、会員活動の
年間のスケジュールを含め指針を示すことにあります。納税制
度の普及発展と良き経営者を目指す活動や地域社会貢献を遂
行するための具体的な企画と具現化のための道筋を考え、そ
の案件をブロック、支部で実行します。委員会の活動が活発
であればブロック支部の活動も充実したものになります。

【研修会について】荻窪法人会は秋と
春に研修会を行っています。荻窪法人
会は荻窪税務署管内を5つのブロック
に地域割りをしています。春は各ブロッ
クが独自のテーマで企画開催し、会員
同士のよい交流の場となっています。

ブロック・支部・委員会・部会からの報告

第 5ブロック B L O C K

第5ブロック納涼バス研修会 第5ブロック

今話題の「デジタルミュージアム “チームラボ”」へ

令和元年7月26日（ 金 ）に毎年恒例の「第5ブロック納涼バス研修会」が33名の参加で開
催されました。

午前10時30分に集合し、「東京ベイコート倶楽部」での昼食に向かいました。「東京ベイコ
ート倶楽部」は、完全会員制のホテルであり、メンバーとゲストの方以外は通常入ることがで
きないため、なかなか訪れることのできない場所です。ロビーに到着するとスタッフの方に誘導
され、我々だけの宴会場へ向かいました。野村ブロック長のご挨拶にはじまり、嶋会計監査の
乾杯のご挨拶で素敵なランチがスタートしました。ランチは5品のコースになっており、どれも
本当に美味しく幸せな時間でした。皆さまもシャンパンやワインをいただきながら、優雅なひと
時を過ごされていました。その後、今話題の「デジタルミュージアム“チームラボ”」へ向かいま
した。本当に多くの一般来場者の方々が何時間も待たれている中、今回は特別に優先入場で
きるチケットを用意していただいていたので、我々はスムーズに入場できました。こちらのミュー
ジアムは「境界のない1つの世界の中で、さまよい、探索し、発見する」というコンセプト通り、
部屋から部屋へ移動すると、違う世界が展開されていて、目で見て、音を聞いて、体で体感する、
とても面白い新感覚のミュージアムでした。どの部屋もとても素晴らしく綺麗で魅了されました。
その後、17時30頃に荻窪に到着し解散となりました。普段なかなか訪れる事のできない場所
での研修会は、とても思い出深く、楽しいひと時となりました。

厚 生事 業 委員会

納涼BBQ大会 第3ブロック　厚生事業委員　白石弘典

大盛況のBBQ大会

7月27日（ 土 ）、厚生事業委員会・組織委員会・社会
貢献委員会合同の納涼 BBQ大会が開催されました。昨
年は台風の影響で中止となってしまいましたが、今年は天
候に恵まれ無事に開催することができました。当日は会
員企業の社員の方々やそのご家族を含め、146名の方々
にご参加いただきました。過去の実績等を考慮し、ご参
加いただく方々に楽しんでいただけるよう準備したことも
あり、お帰りの際には感謝のお言葉や来年の開催へのご
期待も頂戴することができました。今季新たに役員にな
った方や一昨年までと異なる受付方法などで、準備や当
日の段取りなど至らない点もありました。来年は今年以上
に多くの方々のご参加と、お喜びのお言葉を頂戴できる
よう準備いたします。

21　



ブロック・支部・委員会・部会からの報告

青 年 部 会

打ち水大作戦 2019 青年部会 高橋雅之、本田雄治

15 年目となる
八丁通り商店会・上荻本町通り商店会共同開催の打ち水大作戦

青 年 部 会

税務研修会 青年部会 広報委員長 長谷川記史

情報の共有が求められる研修会

今年で15年目となる八丁通り商店会・上荻本町通り商店会共同
開催の打ち水大作戦に参加いたしました。前日まで梅雨空で開催
が危ぶまれましたが、当日は数日ぶりの青空で、無事に開催とい
う運びになりました。青年部メンバー13名で商店街の方々と力を
合わせ、50か所以上の打ち水ポイントに水槽を設置し、17時か
らイベントがスタート。八丁通り商店会では井草囃子と一緒に移動
し、華やかな音色に誘われ近所のお子様たちも多数参加。上荻本
町通り商店会では各ポイントでご近所の方・歩行者の親子連れな
どを積極的に誘導して、各商店会とも盛況で終えることができまし
た。打ち上げは厚生委員会主催のバーベキューに商店会の方々と
一緒に参加し、交流を深め、来年も一緒に盛り上げようと一致団
結することができました。来年も多くの青年部会員のご参加をお待
ちしております。

令和元年は税率の改正が行われる年度であり、
また日本国として初めて軽減税率制度が導入され
ることから慎重な情報の共有が求められる研修会
であった。受講者も知識の不備が無いよう緊張感
のある研修が荻窪税務署向後統括官のもと進め
られた。企画懇親会では日本発の味覚である「旨
味」の代表食材である出汁の研修を行う。研修は
豊洲市場へ公設市場が移転しても築地という歴史
ある場所で出汁商材を専門的に取り扱う「株式会
社築地三京」清水社長を招いて行われた。翌年の
東京五輪を前に会員は改めて我が国の伝統ある
食材について知見を深めることができた。

女 性 部 会

荻窪税務署へのご挨拶 女性部会

荻窪税務署新庁舎へご挨拶に

令和元年9月5日（ 木 ）に女性部会正副役 員4名で、この7
月にご異動により荻窪税務署の署長・副署長・担当統括官・
担当上席が 替わられましたので、荻窪税 務署新庁舎へご挨
拶に伺いました。米田署長 様をはじめ、石井副署長 様、法
人課税第一部門向後 統括国税調査官様、法 人課税第一部
門鈴木審理上席国税調査官様にご挨 拶させていただきまし
た。またご挨拶と併せて、女性部会の恒例行事である「税に
関する絵はがきコンクール」の「荻窪税務署長賞」選定のお
願いをいたしました。終始和やかな雰囲気の中、貴重なお話
しもお伺いすることができ、素晴らしい時間となりました。
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源 泉 部 会

「源泉所得税の実務」と
「消費税軽減税率制度」

源泉部会

ブロック・支部・委員会・部会からの報告

源 泉 部 会

源泉部会　野外研修会 源泉部会　副部会長　鎌田健二

江戸情緒を堪能して国際交流に発展

源 泉 部 会

荻窪税務署へのご挨拶 源泉部会

源泉部会役員で荻窪税務署新庁舎へご挨拶に

東京オリンピックが1年後になり、日本を訪れる外国人が飛躍的に増えていること
を肌で感じます。海外の方にとって日本文化の不思議を体感できるキーワードの1つ
が「江戸」や「相撲」ではないでしょうか。私たち日本人にとっても、「江戸」や「相撲」
は非日常の興味ある世界です。

梅雨の晴れ間、14名が参加して「江戸」と「相撲」をテーマに源泉部会野外研修
会が開催されました。両国駅前の江戸東京博物館。観覧チケットを手に約2時間の自
由見学。まずは特別展『江戸のスポーツと東京オリンピック』。江戸時代にスポーツな
んてあったの？と疑いましたが、興味深い展示が数多くあって「なるほど！へぇ～」でし
た。やがて近代から現代のオリンピック、そして東京2020大会へつながっていきました。
フロアーを移動して『常設展』を見学。海外の方も多く、広い空間に工夫された展示。
各コーナーとも見応えがあり、体験も交えた展示に、時間があっという間に過ぎてしま
いました。続いては「相撲」がテーマ。やって来たのは割烹『吉葉』。宮城野部屋とし
て多くの力士を輩出した本物の土俵が店内にある異空間。途中、相撲甚句の実演も
あり、数組の外国人も美味しい「ちゃんこ」と独特の雰囲気を楽しんでいました。

デンマークからいらした若い素敵なカップルが、相撲の番付表を手にしていましたが
「What is this?」と私たちにご質問。達者な英語で回答されたメンバーが、国際交
流を深める場面もありました。そして多くのメンバーは、日本酒を堪能して奥深い日本
文化の探求に余念がありませんでした。

源泉部会は、実務担当者が源泉税に関する税務知識を中心に勉強する部会です。
研修会を継続することで、実務面で経営を支援できる人材を育成しています。源泉部
会のもう一つのテーマは、人的交流を大切にすることです。親会からのご支援と、署
からのご指導をいただき、今年も源泉部会は楽しく有意義な活動をしていきます。どう
ぞ源泉部会にご参加ください。お待ちしております。

令和元年9月10日（ 火 ）に源泉部会役員8名
で、この7月にご異動により荻窪税務署の署長・
副署長・担当統括官・担当上席が替わられまし
たので、荻窪税務署新庁舎へご挨拶に伺いまし
た。米田署長様をはじめ、石井副署長様、法人
課税第一部門向後統括国税調査官様、法人課
税第一部門鈴木審理上席国税調査官様にご挨
拶をさせていただきました。源泉部会は経理担当
者中心で構成されている部会であり、適正な源
泉徴収事務を行うための研修会を数多く税務署
の方にもご協力いただき研修会を開催しておりま
すので、改めて米田署長様と皆さまにも研修会
におけるお力添えのお願いをいたしました。

令 和元年9月19日（ 木 ）荻窪税
務署2階会議室において、源泉部
会主催の「9月税務研修会」が開
催されました。今回も昨年度に引き
続き、源泉部会における会員増強
の意図もあり、全会員様宛にご案
内をしたところ、24名の方がご参加
されました。

最初に石井副署長様よりご挨拶
をいただき、研修会はスタートいた
しました。講師は荻窪税務署の法
人課税第1部門上席調査官の加藤
京子様と法人課税第1部門上席調
査官の後藤由貴様に「源泉所得税
の改正」と「消費税の軽減税率制
度」の2本立てのテーマで、ご講義
いただきました。皆様熱心に受講さ
れていました。
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